
別紙 4 

鋼製建具・鋼製軽量建具社内検査の要領及び判定基準 
 

【開き戸】 
 

種 別 検査項目 検査方法 判定基準 

金 
 
 
 
 
 
 
 
 

物 

錠 前 

 

①機種の確認 

②ラッチの確認 

③ストライク・トロカバ

ーの有無確認 

①目 視 

②作動確認 

③目 視 

 

①図面指示通りであること。 

②確実に作動できること。 

③ストライク・トロカバーが取り付けてあるこ

と。 

閉鎖装置 

 

①機種の確認 

 

②速度調整 

※防火戸の場合は、閉鎖時

間の測定が必要 

 

 

 

 

 

 

③アームの状態確認 

④閉鎖順位調整器 

 

 

①金具表に

より確認 

②測  定 

 

 

 

 

 

 

 

 

③作動確認 

④作動確認 

 

①自閉装置（ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ､ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞ）が

図面指示通りであること。 

②閉鎖速度が適正であること。 

・第 1 ゾーンの扉は、90°→0°までの閉鎖 

時間が 3 秒以上であること。  

・第 2 ゾーンの扉は、90°→0°までの閉鎖 

時間が 4 秒以上であること。 

・第 3 ゾーンの扉は、全開  →0°までの閉鎖 

時間が個別検証により算出された 閉鎖 

時間以上であること。 

③使用上支障がないこと。 

④確実に機能すること。 

フランス落

とし 

両開きの 

場合 

①フランス落としの確認 

 

②受けの確認 

①操作確認 

 

②目 視 

①フランス落としが確実に取り付けてあり、確実に

機能すること。 

②確実に受けに掛り、ドアが開かないこと。 

取 

付 
状 

態 

 

枠、戸 

 

①枠・戸のちり確認 

②戸の開閉状態確認 

③枠・戸の傷・そり有無  確

認 

④隙間の有無確認 

⑤気密材の損傷 

⑥ヒンジのリング・カバー有

無確認 

 

 

①測 定 

②作動確認 

③目 視 

 

④目 視 

⑤目 視 

⑥目 視 

 

①寸法の確認（値は、下表による。） 

②スムーズに開閉できること。 

③著しい傷・そりがないこと。 

 

④ライト等で光をあてて漏れていないこと。 

⑤遮煙性能に影響を及ぼす損傷がないこと。 

⑥ヒンジのリング・カバーが正常に取り付けるこ

と。 

防火・防煙 

関係 

①自動閉鎖の確認 

②レリーズ作動の確認 

①作動確認 

②作動確認 

①確実に自動閉鎖すること。 

②レリーズが確実に作動すること。 

そ
の
他 

その他 

①クリーニングの良否 確認 

 

②証紙の確認 

①目 視 

 

②目 視 

①適性にクリーニングされていること。 

（クリーニングを請負っている場合） 

②必ず貼付されていること。 

 

枠と戸のちり（下表による） 

基準寸法 

枠 と 戸 の ち り 

吊元側 3mm～5mm 

戸先側 3mm～5mm 

戸上側 3mm～5mm 

戸下側 10mm 以下 ※くつずり付きは、6mm 以下 
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9.2 作業手順 

表中左の手順の数字は点検の順番を示し，点検項目の前の数字は定期点検仕様書(例)の点検項目番号を 

示す。下線で示す検査は防火設備の定期検査に関する検ｓ査項目を示す。 

a) 随時閉鎖式防火ドア（開き戸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 全  閉 作 動 状 態 全  開 

総
合
的
な
作
動
点
検 

1   25 煙，熱，熱煙複合式感

知器(設置位置)  

2   2 閉鎖障害 

3   電源 OFF(連動制御器) 

4   24 連動制御器(ｽｲｯﾁ類，表

示灯，結線，接地の状

況， 予備電源への切替，

劣化，容量の確認) 

5   25 煙，熱，熱煙複合式感

知器(感知の状況) 

 

25 煙,熱,熱煙複合式感知器(設置位置)

2 閉鎖障害

電源OFF(連動制御器)

24 連動制御器

    (ｽｲｯﾁ類,表示灯,結線,接地の状況,

    　予備電源への切替,劣化,容量の確認)

25 煙,熱,熱煙複合式感知器(感知の状況)  23 自動閉鎖装置(再ﾛｯｸの状況) 23 自動閉鎖装置(再ﾛｯｸの状況)

全開

24 連動制御器(作動確認)

30 注意喚起装置 26 戸の開閉

　　(音声発生装置･注意灯)   11 自閉装置(異常音)

23 自動閉鎖装置(作動確認)    28  閉鎖速度

　　　　　　　※戸サイズが第１，第２

　　　　　　　　 ゾーンに該当しない場合

　　　29  閉鎖力

  300mm

全閉

　　　31  総合的な作動状況      　　　　　 24 連動制御器(復旧) 　 戸の種類確認 1 戸

　　　      (閉鎖状況,防火区画の形成)         　　　　 電源ON(連動制御器) 　 戸ｻｲｽﾞ測定 3 召合せ部(親子･両開き)

4 警告標示･操作説明ﾗﾍﾞﾙ標示

5 枠

6 気密材

7 錠前･把手

8 係止装置

9 ｸ ﾚ゙ﾓﾝ締まり

10 ﾋﾝｼﾞ

11 自閉装置

12 順位調整器(親子･両開き)

13 ﾄ゙ｱﾁｪー ﾝ･ﾄ゙ｱｶﾞー ﾄ゙

14 戸当り

15 郵便受･郵便箱

16 ﾄ゙ｱｽｺｰﾌﾟ

17 ﾄ゙ｱﾎ ﾄ゙ﾑ

22 温度ﾋｭｰｽﾞ装置

23 自動閉鎖装置(外観,設置の状況)

26 戸の開閉

27 可動ｶﾗ゙ﾘ

総合的な作動点検 個別機体点検

開き

角度

※戸のサイズが第1，第2ゾーンに

該当する場合は90度

該当しない場合は全開

120 



c)  常時閉鎖式防火ドア（開き戸及び非防火一般ドア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26 戸の開閉

　(開閉確認)

全開

　　　11 自閉装置(異常音)

26 戸の開閉 　 28  閉鎖速度

　(開閉確認)

　　　　　　　※戸サイズが第１,第2ゾーン

に該当しないの場合

　　　　29  閉鎖力

　 300mm

全閉

戸の種類確認 26 戸の開閉(閉鎖確認)

戸ｻｲｽﾞ測定

1 戸

3 召合せ部(親子･両開き)

4 警告標示･操作説明ﾗﾍﾞﾙ標示

5 枠

6 気密材

7 錠前･把手

8 係止装置

9 ｸ ﾚ゙ﾓﾝ締まり

10 ﾋﾝｼﾞ

11 自閉装置

12 順位調整器(親子･両開き)

13 ﾄ゙ｱﾁｪー ﾝ･ﾄ゙ｱｶﾞー ﾄ゙

14 戸当り

15 郵便受･郵便箱

16 ﾄ゙ｱｽｺｰﾌﾟ

17 ﾄ゙ｱﾎ ﾄ゙ﾑ

27 可動ｶﾗ゙ﾘ

開き

角度

※戸のサイズが第1，第2ゾーンに

該当する場合は90度

該当しない場合は全開
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附属書 この附属書は鋼製建具，鋼製軽量建具の随時閉鎖式防火ドア，常時閉鎖式防火ドアの点検におけ

る戸の閉鎖作動時の危害防止措置性能の合否の判断方法，具体的には運動エネルギーの確認及び閉鎖力の

測定について定める。 

 

Ａ 運動エネルギーの確認及び閉鎖力の測定の概要 

随時閉鎖式防火ドアの場合，運動エネルギーの確認は戸が煙，熱，煙熱複合感知器による感知器信号又

は温度ヒューズ装置の起動により総合的な作動状況，閉鎖状況を確認した後に実施する。 

a) 戸の種類確認 点検する戸が鋼製建具であるか鋼製軽量建具かに分類する。どちらか判 断できな 

い場合は，建具表などにより判別するが戸の構造，表面材の材料で判定する。 

b) 運動エネルギー，閉鎖力の確認 運動エネルギーは，閉鎖時間及び戸の質量から換算して判定又は 

算出する。実際の点検の閉鎖時間の測定は、第1ゾーン，第2ゾーンに含まれる開き戸では，90度開いた

状態から全閉時まで，引き戸では全開状態から全閉するまでの閉鎖時間をストップウォッチで測定す

る。運動エネルギー，閉鎖力の確認は，測定した閉鎖時間が戸の寸法表（質量表）に規定する条件

（10J以下，かつ150N以下になる条件）に適合するかどうかで判定する。 

c) 閉鎖力の測定  閉鎖力の測定は戸の重量が第1ゾーン，第2ゾーンに含まれない場合に実施する。 

d) 運動エネルギーの計算  運動エネルギーの計算は戸の重量が第1ゾーン，第2ゾーンに含まれない 

場合は，全開位置から全閉までを測定した閉鎖時間及び質量から計算する。 
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b) 第 1，第 2ゾーンに該当しない場合 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

150N以下 150N超過 

手順5-2 閉鎖速度調整 

手順6 閉鎖時間の測定 

手順5-1 閉鎖力の測定 

150N以下 150N超過 

手順1 戸の種類確認 

手順2 戸のサイズ測定（高さ，幅寸法からゾーン判定） 

手順3 10J以下を満足する閉鎖時間の算出 

手順4 閉鎖時間の測定 

手順3より算出 

した閉鎖時間以上 

手順3より算出 

した閉鎖時間未満 

適合 要是正 

 

手順7 閉鎖力の測定 

適合 要是正 

 

手順3より算出 

した閉鎖時間以上 

手順3より算出 

した閉鎖時間未満 

※ 全開位置からの測定になるので注意する。 
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Ｃ 運動エネルギーの確認及び閉鎖力の測定の詳細 

a)  手順1 戸の種類確認  点検する戸を鋼製建具又は鋼製軽量建具に分類する。鋼製建具の表面材は 

主に1.6mmの鋼板を張り，力骨は主に2.3mmの鋼板を用いる。鋼製軽量建具の表面材は主に0.6mmの鋼 

板を張り，力骨は主に1.6mmの鋼板を用いる。 

b） 手順2 戸のサイズ測定（高さ，幅寸法からゾーン判定） 点検者はコンベックスルールを用いて 

戸の高さ及び幅寸法を測定する。折りたたみ戸の場合は第二扉の寸法を測定する。測定したサイズから

ゾーンを判定し，基準を満たす閉鎖時間を確認する。  

表1から表4に記載された戸の重量表から開き戸であれば第1ゾーンでは閉鎖時間が3秒以上，第2ゾー 

ンであれば4秒以上，引き戸であれば第1ゾーンでは3×L秒以上，第2ゾーンでは4×L秒以上であれば10J 

以下を確認できる。 

また第1，第2ゾーンに該当しない戸サイズの場合には，戸のサイズから規定の運動エネルギー量及び

それを満足する閉鎖時間を算出し，閉鎖時間がその条件を満たすことを確認する。なお，第1ゾーン，

第2ゾーンとは異なり，全開位置からの測定になるので注意が必要である。さらに閉鎖力を測定し，

150N以下であることを確認する。 

 

L：引き戸の作動距離(全開から全閉までの移動距離 単位m)を示す 

 

表1－鋼製建具（開き戸）の閉鎖時間の下限値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※表中，太線枠内が本章の適用範囲。それ以外は参考値とする 

      第 1 ゾーン：90 度開いた位置からの閉鎖時間が 3 秒以上あれば基準を満足する 

      第 2 ゾーン：90 度開いた位置からの閉鎖時間が 4 秒以上あれば基準を満足する 

      第 3 ゾーン：全開位置からの閉鎖時間及び閉鎖力を個別に測定する。 
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          表 2－鋼製軽量建具（開き戸）の閉鎖時間の下限値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※表中，太線枠内が本章の適用範囲。それ以外は参考値とする 

        第 1 ゾーン：90 度開いた位置からの閉鎖時間が 3 秒以上あれば基準を満足する  

        第 2 ゾーン：90 度開いた位置からの閉鎖時間が 4 秒以上あれば基準を満足する  

 

          表 3－鋼製建具（引き戸）の閉鎖時間の下限値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※表中，太線枠内が本章の適用範囲。それ以外は参考値とする 

        第 1 ゾーン：全開位置からの閉鎖時間が（3×L）秒以上あれば基準を満足する 

        第 2 ゾーン：全開位置からの閉鎖時間が（4×L）秒以上あれば基準を満足する 
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            表 4－鋼製軽量建具（引き戸）の閉鎖時間の下限値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ※表中，太線枠内が本章の適用範囲。それ以外は参考値とする 

         第 1 ゾーン：全開位置からの閉鎖時間が（3×L）秒以上あれば基準を満足する 

 

c) 手順 3 10Jを満足する閉鎖時間の算出 第 1，第 2 ゾーンに該当しない戸サイズの場合，戸のサ 

イズから規定の運動エネルギー量及びそれを満足する閉鎖時間を算出し，閉鎖時間がその条件を満たす

ことを確認する。 

 

K≧1/2×M×V2=1/2×M×(L/T)2 

 ただし K：運動エネルギー(10J) 

M：戸の質量(kg）  

※戸の質量は 鋼製建具の場合 40kg/m2 

              鋼製軽量建具の場合 20kg/m2 

V：閉鎖速度(m/秒） 

V=L/T 

L：開き戸の場合，DW(扉幅)×(開き角度/180) × 3.14(m) 

L：引き戸の場合，全開から全閉までの作動距離(m) 

T：全閉までの閉鎖時間(秒) 

     この計算で求めた閉鎖時間が実際の測定値以下となれば基準値を満足する。 
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d) 手順 4 閉鎖時間の測定 点検者は片手にストップウォッチを用意して次に示す位置から，保持し

た戸を離したと同時にストップウォッチを作動させ，全閉するまでの閉鎖時間（秒）を測定する。 

1) 開き戸は，第1ゾーン，第2ゾーンでは90度開いた位置。第3ゾーンでは全開位置。（図1参照） 

2) 引き戸は全開位置。（図2参照） 

3) 折りたたみ戸は，第一扉を全閉させた状態で第二扉について測定する。 

第1ゾーン，第2ゾーンでは90度開いた位置，第3ゾーンでは全開位置（180度）。（図3参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1－開き戸の作動距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2－引き戸の作動距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3－折りたたみ戸の作動距離 

 

戸 

作動距離（L m）は，全開位置から全

閉するまでの距離 

 

作動距離（Lm） 

閉鎖時間測定位置 

 

第一扉 

第二扉 

戸 
【作動距離 L】 

第 1 ゾーン：90 度からの閉鎖距離 

第 2 ゾーン：90 度からの閉鎖距離 

第 3 ゾーン：全開位置からの閉鎖距離 

（破線部は第 3 ゾーンの場合を示す） 

作動距離（Lm） 

閉鎖時間測定位置 

【作動距離 L】 

第 1 ゾーン：全開位置からの閉鎖距離 

第 2 ゾーン：全開位置からの閉鎖距離 

【作動距離 L】 

第 1 ゾーン：90 度からの閉鎖距離 

第 2 ゾーン：90 度からの閉鎖距離 

第 3 ゾーン：全開位置（180 度）から 

の閉鎖距離 

（破線部は第 3 ゾーンの場合を示す） 
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